
１．子宮頸がんはどんながん？ ２．子宮頸がんの原因は？ 

３．子宮頸がんの予防は？

 ● 子宮頸がんの発症には、ヒトパピローマウイルス 
   （ＨＰＶ）の感染が関係しています。 
 
 ●  ＨＰＶは、ごくありふれたウイルスで、たった一度 
  の性交渉で誰でも感染する可能性のあるウイルス 
  ですが、多くの場合、免疫力によって自然に消失し 
  ます。 
 
 ● １００種類以上あるＨＰＶの中でも、「高リスク型」 
  のＨＰＶに長期にわたって感染した場合に、子宮頸 
  がんが発症しやすくなります。 
 

 ● 子宮頸がんは、初期段階では自覚症状がまった 
  くなく、進行すると、月経とは無関係な出血などが 

  見られます。    
 
 
   

  ● 子宮頸がんは、子宮の頸部（入り口）の表面にでき         
  るがんです。日本では、毎年約２，７００人の女性が、 
    このがんにより亡くなっています。     
                 
  ● 早期発見できれば、子宮頸部の一部を切除するだ 
    けで済みますが、進行すると子宮を切除しなければ 
  なりません。 
 
  ● 多くは、３０歳代後半から４０歳代で発症しますが、 
  最近は２０歳代でも増えてきています。 

子宮頸がんは、「予防できるがん」です。 

・  喫煙者は非喫煙者に比べ、 
 子宮頸がんの発症リスクが 
 ２倍以上高まります。 
 

・  クラミジア、ヘルペスの感染 
  は、HPV感染から子宮頸がん 
  が発症するリスクを高めます。  

ワクチンの接種は、子宮頸がんの予防に大きな効果がありますが、 
すべてのＨＰＶ感染を予防できるわけではありません。 

ワクチンの接種を受けても、早期発見のための定期的ながん検診の受診は大切です。 

 【定期的ながん検診の受診】 
 

  ● 自覚症状がなくても、２０歳を過ぎたら２年に1度の 

  がん検診を受診することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検診内容】 
  ・ 産婦人科医師等による問診及び視診 
  ・ 細胞診 （子宮頸部の表面の細胞を専用の器具で 
    軽くこすり取り、顕微鏡で観察して、がん細胞の有 
    無を確認。１～２分で終了、痛みもほとんどありま 
    せん。） 

 【予防ワクチンの接種】 
 
 ●  「高リスク型」のＨＰＶのワクチンが国で承認され、 
   感染前に接種すると、予防に効果が期待できます。 
 
 ● 接種を受ける場合には、有効性や安全性等に 

    ついて医療機関から十分に説明を受けてください。 
 

 ● 接種できる医療機関は、下記のホームページで 
    確認できます。 

監修 北海道大学病院 
      婦人科教授  櫻木 範明 

櫻木教授を代表とする一般社団法人「ピーキャフ」による 

子宮頸がん啓発ボランティア活動に関するホームページ 

            http://www.pcaf. jp/ 

 このリーフレットに関する問い合わせ先 
 北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 がん対策・健康づくりグループ 

    TEL：011-204-5117 
    「北海道のがん対策情報」のホームページ 

      http://www.pref.hokkaido.lg. jp/hf/kak/gantaisakujyouhou.htm 

● 完全な予防方法ではありませんが、コンドームの 
  使用もある程度効果的です。 

すべての女性に知ってほしい 

   子宮頸がん情報サイト 

http://allwomen. jp/clinic/index.html  
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 国立がん研究センターがん対策情報センター（ 罹患率：2005年データ、死亡率：2009年データ) 

子宮頸がんの罹患率と死亡率  （人口10万人あたり） 
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● がん検診を受診できる日時や場所、費用等は、 
  お住まいの市町村にお問い合わせください。 
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